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6月補正予算  3億5,835万2千円

 旧真庭高校久世校地の活用、脱炭素のまちづくり、子育て支援環境の
整備など、人口減少対策につながる政策的事業等を中心に編成しました。

令和7年度（2025年度）

6月補正予算

  一般会計 

財政課 
℡0867-42-1167

■ 大学のサテライトキャンパス誘致            1,238万円        P4

■ 周辺道路整備・久世公民館仮移転       5,387万1千円      P5

■ 次世代水田農業経営体育成支援事業         685万3千円        P6

旧真庭高校久世校地の活用･･･････････････7,310万4千円

■ 地域新電力会社設立事業            2,243万6千円        P10

■ 公民館及びスポーツ施設等LED化        5,317万4千円          -

■ 公共施設PPA実施可能性調査              506万円          -

こどもはぐくみ応援   ･･･････････････1,904万7千円

■ 妊産婦さん安全安心サポート          264万１千円       P7

■ 園庭開放による遊び場づくり           1,298万円       P8

■ 放課後児童クラブ巡回アドバイザー配置     342 万6千円         P9

脱炭素のまちづくり   ･･････････････････8,067万円

■ 共創による北房のあし構築実証         398万9千円       P11

■ みんなでつくる「まにあぷり」官民活用事業  2,200万8千円         P12

■ 獣害対策「ジビエコンテナ」導入         3,404万2千円         P13

■ 婚活と新婚さんサポート            499万2千円         P14

■ 真庭の空き家紹介バスツアー             79万円         P15

その他個別事業       ･･･････････････6,582万1千円
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大学のサテライトキャンパス誘致 12,380千円 

令和7年度6月補正予算

新

〔事業概要〕

　旧真庭高校久世校地の一部を活用し、大学生の活動拠点（岡山大学サテライトキャンパス）を　
　整備し、その活動（フィールドワークなど）を応援するもの。
　・久世校地跡地の実習棟を活用した学民官の活動・交流拠点の整備
　・大学生のフィールドワークに係る滞在・活動支援

〔対象〕

　大学、地域団体、市民、企業など

〔スケジュール〕

・令和7年度中 サテライトキャンパス運用開始

・大学生の活動拠点を整備し、大学の知見や若者の視点で地域課題を解決

・将来を見据えた森林の多面的機能を発揮できる人材の育成

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

政策推進監 
℡0867-42-1181

事業効果

・大学生と地域団体、住民等との連携・交流を創出

・人材育成により、地域課題の解決及び地域の活性化

久世校地跡地

【主な内容(案)】
林業・木材・木造建築に関する学術調査及び研究
林業・木材・木造建築に関する人材育成
その他真庭市をフィールドとして行う教育研究活動

大　学

真庭市

「サテライトキャンパス」のイメージ

旧真庭高校久世校地の活用

予算事業名：サテライトキャンパス推進事業 内国費（第2世代交付金）
6,190千円
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 旧真庭高校周辺道路の整備 37,000千円 

令和7年度6月補正予算

〔事業概要〕

現況及び既往の交通量調査等を基に設計条件を

整理し道路の設計及び整備を推進する

・拡幅延長 L=770m

・事業期間 令和7年度から令和11年度

・旧真庭高校久世校地利活用により、見込まれる交通量の増加等を抑制するため、周辺道
路を整備し、交通量の分散、交通渋滞の解消

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

建設課 
℡0867-42-5033

事業効果

・道路拡幅により利便性の向上及び交通量の分散

市
道
高
校
東
線

市
道
高
瀬
中
島
線

旧真庭高校久世校地の活用

予算事業名：道路新設改良事業（補助）

 久世公民館仮移転 16,871千円 継

〔事業概要〕

・令和８年3月に旧真庭高校久世校地内の
「創立50周年記念会館」へ公民館を仮移転
する

・仮移転準備として記念館の建物改修や現
公民館から備品の引越し等を行う

〔スケジュール〕
 令和7年度中 仮移転先開館予定

・耐震性に問題がある久世公民館を仮移転し、市民誰もが安全で安心して学習・活動でき
る公民館機能を提供

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

生涯学習課 
℡0867-42-1094

事業効果

・公民館利用上の安全性を向上

公民館仮移転先（創立50周年記念会館）

所在地：真庭市中島143、延床面積：331.24㎡
構造：RC２階建、建築年：平成８年(1996年)

    外観          内部

予算事業名：公民館施設等改修事業

継
内国費（第2世代交付金）

34,000千円

内公共施設整備等基金
13,926千円
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 次世代水田農業経営体育成支援事業 6,853千円 

令和7年度6月補正予算

新

〔事業概要〕

 ①水田農業経営体の実態調査

 ・「集落営農」等の課題、意向調査、経営分析

 ・先進事例の調査研究

 ・組織化、経営統合等の計画策定

 ②スマート農機活用の実証

 ・モデルほ場の用地取得（久世校地）
 ・モデル農地の再生（スマート農機活用）
　　　自動草刈り機、自動トラクター、雑草腐食剤ドローン散布など
 ・スマート技術講習会の実施 など

〔対象〕

 ・市内農業者

〔スケジュール〕

・「集落営農」等のメンバーの高齢化、高額な農機具の更新が課題であり、次世代の水田

農業経営体を育成

・人口減少に対応した農業経営の実現

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

農業振興課 
℡0867-42-1031

事業効果

・スマート農機を活用した生産コストの低減

・スマート農業による収益力向上と新たな担い手の確保・育成

・農業支援サービスのベースとなる経営体の創出

令和７年度 令和８・９年度
水田農業経営体の実態調査
　・「集落営農」等の課題、意向調査、経営分析
　・先進事例の調査研究
　・組織化、経営統合等の計画策定

スマート農機活用の実証　
　・モデルほ場の再生へのスマート農機活用実証
　・スマート栽培技術講習会の開催

水田農業経営体の組織化等支援　
　・組織化、経営統合等のシミュレーション
　・組織化、経営統合の手続き支援

　・農作業受委託マッチングのフォロー
　・農業用機械シェアのフォロー

　

真庭版農業支援サービス事業体イメージ

予算事業名：農業振興調査研究事業

旧真庭高校久世校地の活用

スマート農機栽培の実証・導入　
　・スマート農機・栽培の効果検証

内国費（第2世代交付金）
1,650千円
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 妊産婦さん安全安心サポート 2,641千円 

令和7年度６月補正予算

拡

〔事業概要〕

 ①健診・分娩の移動等支援【新規】（対象：妊婦）

 ・最寄りの産科医療機関等が遠方（移動時間:健診60分以上、分娩30分以上）の場合

  ⑴妊婦健診のために負担した公共交通機関・自家用車による往復交通費

  ⑵分娩のために負担した上記交通手段に加え、タクシー利用による往復交通費

  ⑶分娩に備え前泊する宿泊費を助成する。

 ・健診の際にもやむを得ない場合のタクシー利用費を対象（市独自）

 ・助成額：〈交通費〉真庭市旅費規程に準じて算出した額（実費を上限）×0.8

      〈宿泊費〉8,000円/泊（実費上限）※最大14泊

 ②産前・産後ケア事業【拡充】（対象：出産後1年未満の産婦及び乳児、妊婦）

 ・従来の制度に加え、

  ⑴日帰り・訪問型について妊娠中の方も利用出来るように拡充（市独自）

  ⑵初回利用時の市内施設の利用料を無料とする（市独自）

  ⑶里帰り出産のため市外施設にて制度利用をした際の利用料を償還払い

  ⑷医療機関等に対して、兄姉の同伴利用や４か月以降児、多胎児利用の加算を新設

【スケジュール】

・妊婦健診や分娩のための移動等にかかる負担の軽減と施設までのアクセスを確保

・産後の母子の心身の回復を担う産後ケア事業において、内容充実と利用促進

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

こども家庭センター 
℡0867-42-1816

事業効果

・安全安心に妊娠、出産できる環境を創出

・妊娠から子育てまで切れ目ない支援の実現

健診・分娩の

移動等支援

• ８月から申請受付を予定

（令和７年４月から遡って申請可）

産後ケア事業 • 10月から制度拡充を予定

こどもはぐくみ応援

予算事業名：妊産婦ケア事業

妊娠から子育てまで
切れ目ない支援

内国県支出金
1,867千円
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12,980千円 

令和7年度６月補正予算

新

①園庭開放に向けた施設整備

 市民へ公立園園庭を開放するための改修工事

 １．防犯カメラの設置：７園

 ２．天の川こども園扉設置工事

 ３．久世こども園門扉設置工事

 ４．落合こども園屋外トイレ改修工事

 ５．八束こども園屋外トイレ改修工事

〔スケジュール〕

・令和７年度：園庭開放に向けた防犯対策等の改修工事

       改修工事終了後に園庭開放開始

②美甘こども園移転事業

・美甘こども園を美甘小学校へ移転するため、小学校校舎の改修設計を実施

〔スケジュール〕

・令和７年度：移転工事設計業務

・令和８年度：美甘小学校改修工事

・令和９年度：美甘こども園移転

・公立園７園の園庭を休園日に開放し、こどもの遊び場を確保するための施設整備

・美甘地域のこども園を小学校へ移転し、施設の集約化及び地域活性化の推進

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

子育て支援課 
℡0867-42-1054

美甘小学校 美甘こども園

こどもはぐくみ応援

予算事業名：保育園施設整備費

事業効果

・安全なこどもの遊び場及び教育・保育環境の確保

・地域及び小学校との連携強化

 園庭開放による遊び場づくり
内過疎債5,600千円

こども・子育て支援事業債6,400千円
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3,426千円 

令和7年度６月補正予算

新

〔事業概要〕

○放課後児童クラブ巡回アドバイザーの配置

 ・放課後児童クラブにより異なる、保護者や支援員の困り事・課題等の現状把握

 ・困り事・課題等の改善に向けた個別の助言・指導の実施

 ・放課後児童クラブの質の向上に関する助言・指導（または研修会の開催）の実施

 ※放課後児童クラブ巡回アドバイザーとは、放課後児童クラブの運営や育成支援等に関する専門的知

  識及び技術を有する者で、真庭市が適当と認める者

〔対象〕

・市内の放課後児童クラブ  17箇所

〔スケジュール〕

・R7年度   ・保護者及び支援員の困り事・課題等の把握と改善に向けた助言指導

        ・質の向上に関する助言・指導（または研修会の開催） 

・R8年度以降 ・こどもの成長過程や個々の特性に応じた遊びや生活に関する助言・指導

        ・障がいのあるこどもや特に配慮を必要とするこどもの支援に関する

         助言・指導

        ・地域との相互交流など地域に開かれたクラブ運営に関する助言・指導

・放課後児童クラブの質の高い支援を確保

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

子育て支援課 
℡0867-42-1054

事業効果

・各放課後児童クラブの継続的な支援（助言・指導）機能を創出

・クラブごとに異なる支援内容を整理し、偏りのない支援の提供

予算事業名：放課後児童健全育成事業

こどもはぐくみ応援
放課後児童クラブ巡回アドバイザー配置

 内国費1,713千円
過疎債1,700千円
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■市が出資（51％）する地域新電力会社を設
立し、以下の事項を推進 

 ・市内企業及び市民を対象とした電力取引

 ・市が推進するエネルギー政策の普及啓発 

 ・再生可能エネルギーの導入促進等、脱炭素社会

    の実現に向けた市の政策の伴走

・エネルギーを通した地域の振興 

 地域新電力会社設立事業 22,436千円 

令和7年度６月補正予算

新

・真庭市が中心となって市内民間企業等とともに地域新電力会社を設立し、電力の地産地

消の実現

・得た売電収益の一部を市民に還元するなど、地域課題の解決や地域活性化に貢献

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

地域エネルギー政策課 
℡0867-42-5055

事業効果

・再生可能エネルギーの地産地消の仕組みづくりによる啓発効果として地域内のエネル

ギー創出やその利活用を促進

・エネルギー資金の地域内循環や市外資金の呼び込みを促進し地域を活性化

〔対象〕
・市内の再生可能エネルギー利用や地域課題解決に興味・関心がある企業及び市民

〔スケジュール〕

・会社設立 令和７年８月（予定）

〔事業概要〕

地域のために

・市のエネルギー政策に賛同する市内企業等と
ともに地域新電力会社を設立する。

利益還元

地域産業対策

例

地域新電力会社

流出していた資金が
自分たちの地域に
循環する

予算事業名：地域エネルギー１００％のまちづくり推進事業

脱炭素のまちづくり

CO2削減促進

など

エネルギー及び
資金の地域内循
環促進

内過疎債20,400千円
振興基金1,450千円
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 共創による北房のあし構築実証 3,989千円 

令和7年度６月補正予算

新

〔事業概要〕

運行エリア：北房地域 ＋ 落合地内への通院ルート

・利用低迷の「まにわくん♡」枝線をオンデマンド交通に転換

  ドアツードアに近い運行を構築（2台運行を想定）

・県内自動車販売会社及び福祉との連携

  自動車販売会社の共創により自由度の高い交通を構築

  高齢者等を含む地域住民のお出かけ促進につなげる

〔スケジュール〕
・R8.1から実証運行（6月補正予算）を行い、その後本格運行を目指す

・県内自動車販売会社との共創により、移動ニーズを捉えながらドアツードアに近い利便

性と効率化を両立し“交通空白”を解消

・介護予防・日常生活支援に係る移送部分への活用による、介護予防促進

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

くらし安全課 
℡0867-42-1017

事業効果

・住み慣れた地域で、好きな時に好きな場所に移動できることで市民の活動量増加

・お出かけしやすい環境を整備し、介護・フレイル予防につなげ健康長寿を促進

令和７年度 令和８年度

R7
６ 7 ８ ９ 10 11 12 R8

1 ２ 3 ４ ５

事業者間調整
関係部署協議

地域
説明会

運行準備

ম
ત
ઈ
ষ

ৰ
઒
ઈ
ষ

移行

新たなデマンド交通ボランティアによる
生活支援

ボランティアによる
生活支援

▲北房地域の想定移動ニーズ

その他個別事業

予算事業名：公共交通対策事業

ボランティアによる生活支援

【今後】
移送部分を新交通
システムで対応

【現在】
生活支援の中で
移送へも対応

内国費3,989千円
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みんなでつくる「まにあぷり」官民活用事業
22,008千円 

令和7年度６月補正予算

新

〔事業概要〕

 「まにあぷり」の機能拡大、市民・民間企業
 等での活用可能性等検討のため以下を調査

 ・産学官のデータ活用・連携

 ・市民向けサービスへの展開

 ・サービス自走に向けた実行組織

〔スケジュール〕

 ・1年目:プラットフォーム機能の検討

 ・2年目:プラットフォームの組織化検討

 ・3年目:プラットフォーム組織化・運用開始

〔将来想定される活用〕

 ・地域活動のマッチング
  （買い物、ゴミ出し、移動）

   ・ワークシェア、スポットワーク

 ・安否確認（見守り、防災）

 ・ヘルスケアデータによる健康相談

 ・「ふるさと住民登録制度」への活用

・スーパーアプリ「まにあぷり」を基盤とした、産学官のデータ・サービス連携による

 プラットフォームの構築

・プラットフォームを活用した官民サービスの地域展開

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

総合政策課 
℡0867-42-1169

事業効果

『まにあぷり』の地域展開

 ・ｄX推進による地域産業の振興

 ・産学官のデータを活用したサービス展開による地域活性化

その他個別事業

予算事業名：デジタル共創拠点調査研究事業

〔まにこいん実績 (R7.6.4時点) 〕 

 登録者数  ：25,529人（人口比 63％）
 うち本人確認：  6,388人（登録者比 25％、市内6,074人 、市外314人）
         

 

健康 医療

子育て交通 防災・防犯

観光

行政

情報発信

データ

サービス

産・学

データ

サービス

プラットフォーム

雇用対策人材育成

まにあぷり

デジタルデバイド

国費（第2世代交付金）
    11,000千円
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獣害対策「ジビエコンテナ」導入 34,042千円 

令和7年度6月補正予算

新

・Ｒ６年度のニホンジカの処理実績は過去最高の９０7頭と毎年増加が続いている状況で、

ジビエカー導入当初の処理許容量（5頭/日）を上回る処理頭数となっており、スタッフの

技術力向上やシフトの工夫により、日々処理を行っている。

 今後の一次処理頭数の増加を考え、ジビエカーに比べ作業効率が向上し、また、導入し

やすい耐久性のあるコンテナ型一次処理施設を導入するもの。

〔対象〕

・真庭全域

〔スケジュール〕

・令和8年3月 運用開始を目指す

・シカの重点捕獲対策による捕獲量の増加に耐えうるシカの処理体制を確保

・地域資源（シカ肉）のジビエ活用の促進

・鳥獣被害対策により農作物等の被害軽減

事業目的（何のために）

事業効果

・個体数の減少による農作物及び森林被害の減少

・捕獲したシカでのジビエ活用による新たな事業の展開

0 72 270

500
554

809907

H3
0年
度

H3
1年
度
R2
年
度
R3
年
度
R4
年
度
R5
年
度
R6
年
度

ジビエカー年間処理頭数推移

事業概要（どのように）

〈ジビエスタッフによる一次処理〉

二次処理施設（ひまわり館等）

  シカ被害拡大

R7～R9
 重点捕獲対策

〈ジビエスタッフ
による搬入〉

〈新たな取引先／
販路の拡大〉

〈ジビエコンテナ(一次処理施設)〉懸
念

〈フロー図〉

その他個別事業

予算事業名：農業振興施設等整備事業

農業振興課 
℡0867-42-1031

中四国
初

内県支出金16,203千円
森林基金17,756千円
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 婚活と新婚さんサポート 4,992千円 

令和7年度6月補正予算

継

〔事業概要〕

・「適当な相手にめぐり会えない」などの理由で結婚への希望が叶えられていない方々に

対し、恋愛サポートの仕組み及び新たな出会いの場の創出

・結婚後の新生活に経済的不安を感じる方々に対し、新生活の環境整備を支援

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

地域みらい創生課 
℡0867-42-1179

事業効果

・真庭市の婚姻率を全体的に増加
・合計特殊出生率の増加

・市から委嘱を受けた「まにわ縁結び推進委員」が平成19年から継続して年4回程度の縁結びイ
ベントや多くの仲介活動を行っている。積極的な活動により累計77名以上が成婚しているが、市
内には結婚希望者も多くいることから、プッシュ型のアプローチに加え、成婚・定住人口増加のため
に新しい施策が求められている。

真庭市の結婚推進活動    より多くの結婚希望者の願いを叶えたい！

対
象
者

事業名 支援内容

未
婚
者

【新規】
まにわ恋愛塾実施事業

官民連携型結婚支援で実施、市が支援することで低価格で利用可能
　・個別でのオンライン恋愛相談
　・交際サポート・カウンセリング
　・服装・メイク・話し方などのアドバイス
　・お見合いから結婚式までサポート

　

【新規】
メタバース婚活事業

メタバースを活用し、対面での婚活イベントに対して心理的ハードルを感じる人
の参加を促し、出会いの機会を創出
　・イベント事前サポート
　・アバターデート
　・リアルデート

新
婚
さ
ん

【拡充】
新婚さんバックアップ事業

従来の住宅費用・引越費用に加え、家電製品や家具の購入費用に対する補
助メニューを拡充

【対象者】市内在住又は在勤の20歳以上39歳以下の独身男女
【個人負担】60,000円(成婚時に別途100,000円)

【対象者】市内在住、在勤又は真庭市に移住希望のある20歳以上39歳以下
の独身男女
【個人負担】3,000円

【対象者】令和7年1月1日以降に婚姻届を提出した夫婦ともに39歳以下かつ
            世帯所得600万円未満の世帯
【補助率】対象となる家電製品等の購入費用に対し、夫婦ともに29歳以下は
            上限20万円、夫婦ともに39歳以下は上限10万円

予算事業名：結婚推進事業

その他個別事業

県内初

 内県支出金2,794千円
ふるさと基金2,198千円
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 真庭の空き家紹介バスツアー 790千円 

令和7年度６月補正予算

新

〔事業概要〕

・市内の定住支援活動奨励団体が管理する空き家（北房・美甘・中和）を建築士等の

 建築の知識のあるアドバイザーと巡る空き家見学バスツアーを開催

・現地では、定住支援活動奨励団体から空き家と地域の魅力や実情等を紹介

・ツアーは岡山駅発着の日帰りを想定（秋頃催行予定）

・空き家の活用促進

・真庭市への移住を検討している方と、市内の空き家・定住支援団体とのマッチング促進

事業目的（何のために）

事業概要（どのように）

まちづくり推進課 
℡0867-42-7781

事業効果

・定住支援活動奨励団体が管理する空き家とのマッチング

・真庭市に移住を検討をしている方のきっかけ創出

・関係人口の増加

北房

美甘

中和

岡山駅発着

バスで、市内の空き家を見学

〔対象者〕

・市内の空き家に興味がある市外の方

・市内への移住を検討している市外の方

予算事業名：空家活用推進事業

その他個別事業

〔目標参加人数〕

 20人（10組程度）
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